
令和５年９月１日
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光輪幼稚園

園長 髙輪真澄

園舎リニューアルについて

孟秋の候、皆さまにおかれましては、ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、日頃より

本園の教育活動に対しまして、温かいご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、この度『創立75周年光輪幼稚園リニューアルプロジェクト』として園舎をリニューア

ルすることといたしました。新園舎のコンセプトは、地域のシンボルとなるぬくもりのある園舎

です。時代に合わせ、最新設備を備えると同時に、木を使った優しくぬくもりのある内装を計画

しています。進化する「光輪」の象徴となる園舎になる予定です。

リニューアルは、こばと・こやぎ組園舎を取り壊し、新たに西側に2階建て新園舎を建てます。

次に職員室側２階建て園舎及び園庭を改修いたします。また、バス車庫も建て替える予定です。

工事はⅢ期に分けて行い、本格的な工事は令和６年４月開始を予定しており、只今準備をして

おります。工程につきましては添付の資料を参考にしていただき、下記の流れで行う予定です。

【Ⅰ期工事】

こばと・こやぎ組園舎とエントランスを取り壊し西側に２階建て新園舎及び新しいエントラ

ンスを建てます。（令和６年４月～令和６年１２月まで）

※令和６年度ひよこ組は、太子堂保育室で行います。

【Ⅱ期工事】

職員室側２階建て園舎及び園庭の改修工事を行います。完成後は、西棟新園舎と職員室側

２階建て園舎は繋がり１つの新園舎となります。（令和７年４月～令和７年１２月まで）

【Ⅲ期工事】

車庫の建て替え工事を行います。（令和８年４月～令和８年11月まで）

すべての工期はおおよそ３年を予定しています。工事期間中、施工業者には安全第一で臨んで

もらうことはもちろんのこと、園児の園生活への影響を最小限に抑えてもらうようお願いしてい

ます。工事期間中に太子堂２階会議室に仮保育室として変更や善永寺のお庭を一時的に仮園庭と

します。また、園内の移動経路及び登園口の変更など、園児の皆様に不便を掛けることも生じ、

保護者の皆さまの来園時にもご迷惑をお掛けすることもあるかと存じます。

暫くの間、ご迷惑をお掛けしますが、どうかよろしくお願いいたします。
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園舎の老朽化に伴い、園庭を含め全体のリニューアルを行います。地域のシンボルとなる
ぬくもりある園舎をテーマに設計します。そのために光輪の「わ」をモチーフにした円と、
園舎がもう一つの「おうち」であるように家型の形を園舎に取り入れ、緑豊かな園舎とし
ます。

これからの時代に合わせ、バリアフリー、省エネ、耐震性、快適性、デザイン性に配慮し
た幼稚園に刷新します。具体的には EV の設置、断熱性の高いサッシの採用、耐震補強、
木を使った内装などを計画しています。外壁にはやさしくぬくもりのある色彩を取り入れ
ます。

既存園舎の一部を撤去し道路から園庭や園舎がのぞめるようにします。それにより子ども
たちの賑わう姿を地域に発信するとともに、緑で視線をやさしく制御し、安心・安全に配
慮します。

既存園舎は耐震補強しリニューアルします。

「わ」のデザインと日射に配慮した外装材とします。

西棟（新園舎）はもう一つの「おうち」のシンボルとなります。

園の入口はシンボルとなる大屋根を計画
雨の日の登園に配慮し直接園バスが駐車出来ます。緑豊かな園庭と充実した遊具を計画します。

道路反対側の敷地も園庭として整備します。
※園舎はイメージになります。

木質系素材を使ったぬくもりのある内装とします。
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